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糸島市こども計画パブリックコメント（意見公募）とその対応について 

 

１ パブリックコメントの実施概要 

（１）意見等募集期間    令和 6年 12月 19日（木）から令和 7年 1月 21日（火）まで 

（２）計画（案）の公表場所 各コミュニティセンター、子育て世代包括支援センター「いとハピ」、子育て支援センター「すくすく」「にこにこ」「ぽかぽか」、糸島市子ども課 

（３）意見等提出先     公表場所に設置した意見等回収箱へ投函、糸島市子ども課に持参、郵送、FAX、メール 

（４）意見等提出状況    提出者数 14名  意見数 54件 

 

２ 提出された意見等に対する考え方 

 たくさんの貴重なご意見ありがとうございました。 

いただいたご意見等に対する考え方や対応につきましては、次のとおりとさせていただきます。 

 

該当箇所 意見等 意見等に対する考え方 

計画案 

修正の 

有無 

1 P10 第 1 章 計画の概要  

４計画の対象 

糸島市こども計画の「こども」を０歳から２９歳、一部の施策はおおむね３９歳、と対象

が若者までに広げられ、特に中卒、高校中退、高卒後、児童養護施設退所後などで困

難を抱えるこどもへの調査や支援が行われていくことは大切だと思います。 

本計画では、こども基本法の主旨に基づき、こども大綱を勘案し策定するものであり、い

ただいたご意見のとおり、年齢で必要なサポートが途切れないよう、成長の過程にある者を

対象としたニーズ調査等を行い、施策の展開を図ってまいります。 

無 

2 P11 第 1 章 計画の概要  

５調査の実施 

アウトリーチ調査が行われたこどもの居場所・活動場所、および子ども・若者・子育て当事

者等を支援する活動団体について、具体的にご提示頂けますか。 

アウトリーチ調査が行われた場所等は下記のとおりです。 

・こどもの居場所・活動場所 

小学校（放課後児童クラブ）、コミュニティセンター 

・こども等を支援する活動団体 

子育て支援に関連するサークルやボランティアの方々 

障がい児等の児童分野の専門職の方々 

 なお、本計画は、ニーズ調査の概要のみの掲載としておりますが、糸島市公式ホームペー

ジでは全体版を公開しておりますので、併せてご確認ください。 

無 

3 P11 第 1 章 計画の概要  

５調査の実施 （１）アンケート調査 

アンケートに回答をしなかった小学 5 年生 26.8％、中学 2 年生、高校 2 年生 39.5％

について。学校でタブレットを使ってアンケートに回答をしたと聞いているが、回答をしなかっ

た、できなかった子どもたちの意見や考えも大切だと思うが、どのように聞き取るのかを記載

してはどうでしょうか。 

計画の推進にあたって、こどもの意見聴取や意見の反映は重要であり、今回未回答であ

った部分についても改善していく必要性を認識しています。そのため、今後も調査を行う機

会を設けていきたいと考えています。 

ただし、こどもの意見を聴き取る手段はアンケート調査だけでなく、その他にも多様な機会

や手法が考えられます。したがって、意見聴取の手法を限定することが困難なため、本計画

では記載しないこととします。 

無 

4 P26 第 2 章 糸島市の現状と課題 

（３） 6 つめの● 

⚫ こどもが周りの大人や学校にしてほしい

ことは、「特にない」と回答したこどもが小

「自由な時間が欲しい」との回答に関して、特に小５生に関して自分がこの意味合いを正

しく受け取れていないように感じ、補足説明があるとありがたいと感じました。  

子どもたちは学校や塾などで拘束されて自由な時間がないと感じているのでしょうか。ある

いは他の理由でしょうか。  

当該設問は、大分類「家族とのすごし方」について回答を求めたもので、ヤングケアラーへ

の支援を念頭に実態の把握をねらい、回答を求めたものでしたが、国の調査結果と大きな

乖離がみられるなど、設問の意図が必ずしも正しく伝わっていない回答結果となっています。 

しかしながら「自由な時間が欲しい」等の回答から、こどもの求める声をくみ取ることができ

無 
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学５年生、中学２年生・高校２年生ともに

半数近くを占めているものの、小学５年生

で「自由な時間が欲しい」23.2％、「勉強

を教えてほしい」16.9％、中学２年生・高

校２年生で「学習のサポート」23.9％、「自

由な時間が欲しい」20.1％の回答があっ

た。このことから、勉強などの大人からの

サポートを求める一方、自由な時間を求め

る傾向もみられた。 

また、この設問は複数の選択肢から回答する選択制のものと受け取りましたが、設問作成

側はどのような想定のもとこちらの選択肢を作られたのでしょうか。その上で、回答者である

子ども側はその想定と同じ認識で回答しているのでしょうか。自分の理解の足りていない部

分で恐縮ですが、背景にある現状や意図を正しく理解したいと思いました。 

たことは意義深いと考えております。 

今後も設問の意図を伝えられるような工夫を行いながら、調査等を行う機会を設けてい

きたいと考えておりますので、本計画での補足説明は記載しないこととします。 

 なお、本計画は、ニーズ調査の概要のみの掲載としておりますが、糸島市公式ホームペ

ージでは全体版を公開しておりますので、併せてご確認ください。 

5 P27 第 2 章 糸島市の現状と課題 

（４） 1 つめの● 

⚫ 普段の隣近所との付き合いに関する保護

者の回答は、立ち話や挨拶程度の付き合い

が約 7 割を占めた。今後も今と同様の付き

合いを続けることを望む回答は８割を超

えており、隣近所で助け合いや親しく話を

する等の関係を求めているわけではない

ことがうかがえる。一方、充実を望む子育

て支援は、「こどもを犯罪等の被害から守

る取組」に５割弱、「地域で子育てを支える

活動の活発化」に２割弱、「保護者同士が交

流できる場を増やす」に１割弱が回答する

など、地域や隣近所との関係性が重要と思

われる回答がされており、前述と乖離がみ

られる。 

『「地域で子育てを支える活動の活発化」に２割弱』の回答、について、個人的に想定し

ていたよりも少ない印象を受けました。こちらの回答が少ない理由としては、「地域で子育

てを支える活動の活発化」について、あまりイメージがないからなのでしょうか、あるいうはそう

いった活動への期待が低いからなどでしょうか。  

こちらの理由や背景について、補足説明をもしつけていただけそうでしたら、より理解が深ま

ると感じました。 

ご質問につきましては、本ニーズ調査において、理由や背景についての設問を設けていな

いため、補足の説明をすることができません。 

ただし、考えられる理由として、子育て世帯の経済的支援や公園の充実を求める声が多

いなか、「充実を望む子育て支援」の設問に対し、複数回答可としたうえで、「こどもの遊ぶ

場を増やす」、「子育ての経済的援助を充実する」、「こどもを犯罪等被害から守る取組を

進める」など、13 の選択回答とその他自由意見を回答としたため、「地域で子育てを支える

活動の活発化」の優先度が低くなったのではないかと考えられます。 

今後も調査等を行っていく機会がありますので、設問の作成に工夫を行いながら、取り組

んでまいります。 

なお、本計画は、ニーズ調査の概要のみの掲載としておりますが、糸島市公式ホームペー

ジでは全体版を公開しておりますので、併せてご確認ください。 

無 

6 P27 第 2 章 糸島市の現状と課題 

（４） 2 つめの● 

⚫ 地域活動に参加している児童生徒の割合

は、小学５年生で 65.5％、中学２年生・高

校 2 年生で 55％となっており、年齢を重

ねるとともに減少する傾向がみられた。 

「地域活動に参加している児童生徒の割合」について、ここでいう地域活動にはどのような

内容のものが含まれるのでしょうか。補足説明があると嬉しいと感じました。  

また、参加したと回答した子どもたちは、そういった活動に自主的に参加しているものか・学

校側の指導等で参加しているものか、どういう動機で参加しているのか、どういう性質のも

のに参加しているのか（長期休暇中に実施されているものなのか、単発のイベントのような

ものなのか、日常的に継続して参加しているようなものなのか等）も個人的に気になりまし

た。 

ご質問いただいた「地域活動の内容」につきましては、「あなたは、お祭りや清掃活動など

の地域行事に参加していますか」との設問に対する回答の割合について記載したものです。 

活動への動機や参加している活動内容等については、設問を設けておりませんでしたの

で、補足の説明をすることができません。 

今後も調査等を行っていく機会がありますので、設問の作成に工夫を行いながら、取り組

んでまいります。 

なお、本計画は、ニーズ調査の概要のみの掲載としておりますが、糸島市公式ホームペー

ジでは全体版を公開しておりますので、併せてご確認ください。 

無 

7 P31 第 3 章 計画の基本的な考え方 

こどもが「幸せ」を実感できるようになるた

めには自己肯定感を、社会性の基礎を身につけ

るためには自己有用感を、それぞれ育み、高め

 『自己肯定感』という文言を、『自己受容』に置き換えることを提案します。 自己肯定感

は、自分の良い面を積極的に評価する姿勢、そしてそれにより自己評価をポジティブに保

とうとすることであり、注釈 4 の説明である「自分は自分のままでいいのだ、自分のままで存

在する価値があるのだ」という感情は、「自己受容」であると思います。 もちろん自己肯定

自己受容は、ありのままの自己を受け入れることで、自己肯定感のもととなる重要な要

素であると認識しています。 

「幸せ」の実感には、ありのままを受け入れるだけでなく、それを肯定的に捉える感情が必

要と考えます。 

有 
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ることが必要であり、その機会や場所等の環境

を整える必要があります。 

1  「自己肯定感」とは、自分の長所、短所などありのままを受

け入れ、自分は自分でいいのだ、自分のままで存在する価値

があるのだなど、自らを肯定できる感情をいう。 

2 「自己有用感」とは、誰かの役に立っている、貢献しているな

ど、自分が他者に必要とされていると思える感情をいう。 

感もこどもが育つうえで、目標に向かって積極的に行動する姿勢を育む大事な感情です

が、「こどもが「幸せ」を実感できるようにするため」には「長所も短所も受け入れてそのままの

自分を批判せずに認めること」である「自己受容」が適切であると思います。 

ご意見にある「自分を批判せずに認めること」は、肯定的に捉える感情につながるものと考

えることから、計画（案）のとおりといたします。 

なお、「注釈 1」をご意見を参考に、「「自己肯定感」とは、自分の長所、短所などありの

ままを受け入れる自己受容をもととし、自分は自分でいいのだ、自分のままで存在する価値

があるのだなど、自らを肯定できる感情をいう。」と変更いたします。 

8 P32 第 3 章 計画の基本的な考え方 園・保育園、学校などにその情報を周知されているのか疑問です。今だに発達のグレー

ゾーンが課題で退園させられる子どもが複数いることが実情です。また、基本理念を実現

するための専門スタッフは誰なのか？そのあたりも課題かと思います。児童発達支援、放

課後等デイサービスの量はまだ足りていないように思いますし、その量、質の担保として今

回重心向けの施設が療育センターになったかと思いますが、重心向けの施設が様々なバリ

エーションがある発達障害を扱う事業所の質向上に向けた助言ができるとは、少し考えにく

い所があります。 

質向上を目指すことを療育センターに丸投げするのではなく、園・学校・児童発達支

援・放課後等デイサービス・重心施設様々な事業所より有識者を集め、その者たちで構

成された組織で療育施設、学校等への助言指導を行うなど、多角的な目線が必要かと

思います。その上でそれらを束ねて進行できる仲介者も必要かと思います。 

ご意見にある「いまだに発達のグレーゾーンが課題で退園させられる子どもが複数いること

が実情です」については、具体的事案として保護者様から市への相談は現時点ではいただ

いておりません。 

保育所等は一定の基準（例えば、保護者が働いていて保育が必要など）を満たしてい

れば、原則として受け入れなければならず、ご意見にあるような計画の基本理念の実現にそ

ぐわない退園については、市としてもあってはならないものと認識しています。 

もし、そのような事案が発生した場合には、迅速に確認を行い必要な指導を行ってまいり

ますので、担当課（子ども課）に直接ご相談ください。 

また、発達に課題を抱えるお子様の保育や療育について、適正な量を確保し質の高いサ

ービスを提供することは、市としても重要な課題と認識しており、いただいた具体的なご意見

等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

9 P40 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-1 こどもの権利を知り、保障するまちづくりの推進 

評価指標 

「人権の手引き」を活用して校内研修を実施した

学校数 

「人権教育の手引き」とは、平成 28 年度に「障がいの

ある人の人権」、平成 29 年度に「ネット上の人権侵害」

及び「性の多様性」、令和 2 年度に「外国人等の人権」、

令和 3 年度に「多文化共生」をテーマに刊行し、それ

ぞれ翌年度から授業で活用開始している教職員向け指

導の手引き。 

糸島市こどもの権利条例ができた今、「人権の手引き」の内容について。 

こども自身に基本的人権としてのこどもの権利があること、子どもの権利条約や糸島市こど

もの権利条例について具体的に研修し、授業で活用される必要があると思います。「こど

もの権利」について是非とり上げて頂きたいです。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

なお、「人権の手引き」の内容については、「こどもの権利」についてもとり上げていくこととし

ており、「こどもの権利」の認知を高める周知、啓発を行ってまいります。 

無 

10 P41 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

2 つめの○ 

〇 地域（糸島）に愛着と誇りを持ち、将来の

糸島を担う次世代のリーダーとしての資質を

身に付け、地域の担い手となる起業家精神を学

ぶ教育を推進します。 

 

「さまざまな遊びや体験の充実」という項で、いきなり地域に愛着と誇りを持ち、将来の糸

島を担う次世代リーダーとしての資質を身に付け、地域に担い手となる起業家精神を学ぶ

教育を推進します、と繋がり、指標に人材育成事業の参加者数、地域をよくしたいと思う

と回答した児童生徒の数、となるところが解せませんでした。子どもは、自分の住んでいる

地域で子ども時代を子どもらしくのびのび過ごせた、そこで地域の人に温かく見守ってもらえ

た、という思いを持てて初めて地域に愛着が湧き、住み続けたい、ここで子育てしたいと思

うようになるのではないのでしょうか。まずこども達が糸島で自分のやりたい「さまざまな遊び

や体験の充実」ができることを第一に、ニーズ調査に合ったこどもの声を聴き、その環境を

さまざまな遊びや体験の充実は、P41 冒頭の四角囲みを念頭に進めていくことを考えて

おり、ご意見にある「子どもは、自分の住んでいる地域で…その環境を整えて頂きたいです」

と同様の認識を持っております。 

ご意見冒頭の取組の方向性「地域（糸島）に愛着と誇りを持ち、将来の糸島を担う次

世代のリーダーとしての資質を身に付け、地域の担い手となる起業家精神を学ぶ教育を推

進します。」は、さまざまな施策を進めるうえでの方向性のひとつであり、評価指標はさまざま

な施策の進捗度合をはかるうえでの指標です。方向性を示し施策を進める、そのための取

組例を P42 に掲載させていただいておりますのでご理解ください。 

無 
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整えて頂きたいです。こどもが今「こんな糸島いいな」と思え、主体的に糸島の未来を考

え、動きたくなるような糸島であってほしいです。 

11 P41 第４章各ライフステージにおける取組の方向性 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

2 つめの○ 

〇 地域（糸島）に愛着と誇りを持ち、将来の

糸島を担う次世代のリーダーとしての資質

を身に付け、地域の担い手となる起業家精神

を学ぶ教育を推進します。 

「将来の糸島を担う次世代のリーダーとしての資質を身に付け、地域の担い手となる起

業家精神を学ぶ教育」は、あってもいいとは思いますが、すべてのこどもたちの遊びや体験

の充実というなかに、大きな項目として掲げる必要はあるのでしょうか。 

あるいは、社会教育や社会教育施設の充実に力を入れることを項目として掲げる必要が

あるのではないでしょうか。 

「地域（糸島）に愛着と誇りを持ち、将来の糸島を担う次世代のリーダーとしての資質を

身に付け、地域の担い手となる起業家精神を学ぶ教育を推進」することは、糸島市の未来

であるこどもを育むうえで重要なことであると考えているため、取組の方向性として掲げていま

す。 

なお、「社会教育や社会教育施設の充実に力を入れること」については、「さまざまな遊び

や体験の充実」に含まれていると考えるため、別に項目立てをせず、計画（案）のとおりとい

たします。 

無 

12 P42 第４章各ライフステージにおける取組の方向 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

4 つめの○ 

〇 子育て世代や地域の実情を踏まえながら、

ボール遊びなどができる公園の整備を進め

ていくとともに、民間活力の導入も含めた公

園の有効活用や活性化策を検討し、公園の魅

力向上を図るとともに、利用が減少した公園

のあり方を検討します。 

①ボール遊びができる公園の整備は、いつまでに、何処の公園から整備される御予定でし

ょうか。前原駅南の篠原公園、篠原東二丁目の桃山公園など、住宅地で車の往来が

多いが、公園内でボールを投げた場合に簡単に車道にボールが出てしまう公園など、い

つごろまでに整備をされるのでしょうか。 

②篠原公園、桃山公園などは、そもそもボールを投げて遊べない公園ですが、公園の外

側にネットを張るなどの対策をして、ボールを投げることが可能になるなどの公園の利用

規約の変更をする御予定は御座いますでしょうか。 

以上です。ご確認していただけますと幸いです。何卒宜しくお願い致します。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものです。 

ご意見にあります各事業につきましては、担当課（都市施設課）と情報共有し、今後

の施策展開に努めてまいります。 

無 

13 P42 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

2 つめの〇 

〇 計画的な公園施設の更新、改修、バリアフ

リー化に取り組みます。 

 「計画的な公園施設の更新、改修、バリアフリー化に取り組みます」とありますが、それ

を評価する指標が見当たりません。評価指標がない目標はどうしても取り組みが後回しに

なったりおざなりになったりします。 公園は、幼児を持つ親とそのこどもにとって、コミュニティ

形成の第一段階を担う大切な場です。また、学童期においても、少なくなってきている「こ

ども集団での外遊び」ができる貴重な場でもあります。「安全」で「明るい」公園内、老朽化

していない「安全」な遊具が整備されている公園が日常的に自宅から歩いて行ける場所に

あることは、幼児期の親子や学童期のこどもの QOL に関わるとともに、「子育てしやすい

街」の必須条件であると思います。 ついては、上記取り組みをどのような指標で評価する

のか示していただけたらと思います。 

評価指標につきましては、取組の方向性ひとつひとつや、各事業ひとつひとつの指標を掲

載しているものではございません。「さまざまな遊びや体験の充実」という施策を評価するにあ

たって、「評価指標」を設定しておりますので、計画（案）のとおりといたします。 

無 

14 P42 第４章各ライフステージにおける取組の方向 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

2 つめの○ 

〇 計画的な公園施設の更新、改修、バリアフ

リー化に取り組みます。 

3 行目に「校区の地域ごとに、こどもの意見を反映した遊具の新設に取り組みます」とあり

ますが、2 行目の「計画的な公園施設の更新、改修、バリアフリー化」にも、「こどもの意見

を反映」することが必要なのではないでしょうか。少なくとも将来的には、こども参画を深いレ

ベルで行うべきだと思っています。 

こどもの意見聴取及びこどもの最善の利益を優先し施策等に反映させることは、P32「2

基本理念を実現するための基本的な考え方」に示すとおり、計画全体（こどもに関する施

策全般）に共通の事項であるため、「校区等の地域ごとに、こどもの意見を反映した遊具の

新設に取り組みます。」の「こどもの意見を反映した」を削除し、２行目のご指摘の箇所は

計画（案）のとおりといたします。 

有 

15 P42 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

3 つめの○ 

〇 校区等の地域ごとに、こどもの意見を反映

した遊具の新設に取り組みます。 

校区などの地域ごとに、こどもの意見を反映した遊具の新設に取り組みます、とあります

が、ニーズ調査、現状・課題からは、「こどもや子育て世帯が、安心・快適に過ごせる公

園」「ボール遊びができる公園設備」の要望が多くある、ともあります。それには、こどもの意

見を反映した公園などの『環境整備』が必要だと思われます。ボール遊びができるようなネ

ットなどの設置や新たな公園の設置なども含め、こどもが思いっきり遊べる場所、保護者が

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

計画の推進にあたって、こどもの意見聴取や意見の反映は重要であると認識しており、そ

れぞれの取組の目的等を踏まえ、こども・若者の最善の利益を第一に考えながら、こども・若

者の意見を聴き、反映させることとしています。 

無 
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こどもの出す声などを心配せずに、のびのび遊ぶのを安心・快適に見ていられる公園などが

校区などの地域ごとに必要です。地域住民との協議の場なども含め、こどもにとって欠かせ

ない「遊び」の場の確保に具体的に取り組んで頂きたいです。 

又、温暖化により夏の日差しの強さ・暑さを考えると、木陰も必要です。折角ある樹が大

きな枝ごと剪定されている公園などもありました。その辺の配慮などもお願いしたいと思いま

す。 

また、取組の方向性にも挙げているように、「子育て世代や地域の実情を踏まえながら、

ボール遊びなどができる公園の整備を進めていく」よう取り組んでまいります。 

16 P42 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-2 さまざまな遊びや体験の充実 取組の方向性 

4 つめの〇 

〇 子育て世代や地域の実情を踏まえながら、

ボール遊びなどができる公園の整備を進め

ていくとともに、民間活力の導入も含めた公

園の有効活用や活性化策を検討し、公園の魅

力向上を図るとともに、利用が減少した公園

のあり方を検討します。 

・公園の整備を進めていただけるとのことで感謝します。 

・室内での遊び場も強く希望 します。唐津市子どもプラザりんくのような場所が、土日に開

いていると助かります。 志摩イオンの場所はいかがでしょうか。（9：00～16：00） 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

17 P43 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-3 切れめのない保健・医療の維持 四角囲み 

乳幼児から青年期における保健・医療の維

持・拡充に取り組みます。 

「乳幼児から青年期における保健・医療の維持・拡充」とあるので、 高校生までの医療

費控除もご検討ください。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

なお、子ども医療費助成制度の拡充については、高校生までの拡充に向け、他市の動

向をみながら検討を続けているところです。 

無 

18 P43 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-3 切れめのない保健・医療の維持 現状・課題 

1 つめの○ 

〇 乳幼児の健康については、疾患や発達の遅

れなどを早期に把握し、必要な医療や療育につ

なげることが重要です。 

 

○乳幼児の健康については、疾病や発達の遅れなどを早期に把握し、必要な医療や療

育につなげることが重要です。とあります。必要な医療や療育は必要です。しかし、こどもの

成長は一人ひとりペースが違います。発達検査も含め、基準やほかのお子さんと比べて、

周りと同じでないことを心配して不安になっている保護者の相談をよくお聞きします。急を

要しない受診者の増加にも触れられているように、早期発見が大きく掲げられると、心配

ばかりが先に立ち、こどもの成長や回復をゆったり見守れなくなってしまい、こどもも大人も

窮屈になることが往々にしてあると思います。多様な育ち、こども一人一人のペースに応じ

てゆったり見守れる環境づくりも同時に作っていって頂きたいと思います。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

現状に掲げている「早期発見」につきましては、「必要な医療や療育につなげること」の重

要性について述べているもので、ご意見のとおり、子育て支援を行う上で、こどもの成長は一

人ひとりのペースがあり、保護者の気持ちに寄り添い、不安軽減となるよう支援することは、

大変重要であると認識しております。 

いただいたご意見等につきましては、Ｐ54「妊娠前から就学前までの相談・保健・医療の

支援」での、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

19 P43 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-3 切れめのない保健・医療の維持 現状・課題 

5 つめの○  

○ 青年期の女性は、子宮頸がんの発症率が高

い世代であり、HPV ワクチン接種や子宮頸が

ん検診に対する啓発や受診しやすい環境整

備が求められます。 

HPV ワクチン接種や子宮がん検診に対する啓発や受診しやすい環境づくり、とあります。

取組例には、HPV ワクチンの接種推奨・啓発とあります。これまで議論があった HPV ワク

チンを含め、様々なワクチンには接種によるメリットデメリットが必ずあります。その両方の情

報を本人がしっかり知り、納得した上での接種が大切だと思います。行政が推奨・啓発し

進めていることだから間違いはないとワクチン接種をし、取り返しのつかない後遺症に苦しん

でいたり、因果関係が認められないと保障もされていないという話も聞いております。何より

本人が効果もリスクも知ったうえで判断できる環境を整えて頂きたいと思います。 

ご意見につきまして、ワクチン接種の有効性やリスク等については理解をいただけるよう現

在も市ホームページ等で情報提供させていただいておりますが、今後も継続して取り組んで

まいります。 

無 

20 P44 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-3 切れめのない保健・医療の維持 主な取組例 

◆HPV ワクチンの接種勧奨・啓発 

主な取り組み例の中で、「HPV ワクチンの接種勧奨」とありますが、接種勧奨を重要視す

るあまり、有用性・安全性のみを主張するのではなく、副反応や健康被害についてもしっか

りと周知しメリットデメリットを理解した上で青年期の女性がしっかりと選択できるような情報
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 提供を心掛けなければならないと思います。その旨を記載していただけることを希望いたし

ます。 

21 P46 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-4 貧困の状況にあるこども・家庭への支援 主な

取組例 

◆福祉の総合相談窓口の設置（生活困窮者自立

支援事業の推進） 

 

 

相談窓口があることに加えて、潜在的に相談ニーズがある人たちを発掘できる取り組み

や、窓口に相談するきっかけづくり、窓口への相談に対する心理的ハードルを下げる仕組

みづくりなどの工夫が必要なように感じました。もしそのような取り組みの可能性があれば、

追加で知りたいと思いました。 

ご意見にあるような取組や工夫につきましては、市で行っている「福祉の総合相談窓口」

において、従前の『相談に来てもらうことを待つ』だけでなく、民生委員・児童委員や各関係

機関から得た情報により『支援が必要な世帯に対するアウトリーチ』も行っております。 

また、福祉の総合相談窓口のほか、令和 7 年 4 月からこどもの総合相談窓口の設置を

予定していることから、一層の周知を図ってまいります。 

無 

22 P46 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-4 貧困の状況にあるこども・家庭への支援 評価

指標 

生活困窮者自立支援事業による支援した件数（生

活困窮者自立支援法に基づく事業等利用件数） 

 

 

生活困窮者自立支援事業による支援した件数が、現状147件で5年後の目標が170

件とあるが、支援した件数よりも、「予防」「未然に繋がった」と言う指標の方が効果が測り

やすいのではないか。 

生活困窮者自立支援事業による支援した件数とは、「生活困窮者自立支援法」に基

づく「住宅確保給付金」や「家計改善支援事業」などの事業を利用された件数のことを指し

ています。 

「予防」「未然に繋がった」という指標については、定量的に検証するのは困難であるた

め、計画（案）のとおりといたします。 

事業を利用された件数の増加は、生活に困窮することを未然に防止する側面もあるもの

として指標にしております。 

無 

23 P46 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-4 貧困の状況にあるこども・家庭への支援 評価

指標 

生活困窮者自立支援事業による支援した件数（生

活困窮者自立支援法に基づく事業等利用件数） 

 

 

5 年後の指標に、生活困窮者自立支援事業による支援した件数が増える、とあります。

おそらくこの間にまず、生活困窮による自立が困難なこども・家庭を減らす施策が行われて

いく筈だと思いますが、その上で 5 年後相談件数が増える、というのは、どういう成果を示し

ているのかがよくわかりません。 

こどもの総合相談窓口への相談数が増え、主な取り組みに挙げられているような事業へつ

ながるケースが増え、ヤングケアラーや経済的理由で進学をあきらめるこどもの数が減少す

る、などの指標が必要ではないでしょうか？ 

生活困窮者自立支援事業による支援した件数とは、「生活困窮者自立支援法」に基

づく「住宅確保給付金」や「家計改善支援事業」などの事業を利用された件数のことを指し

ています。 

ご意見にあるように、生活困窮による自立が困難なこども・家庭を減らす施策は今後も

継続して取り組んでまいります。 

相談件数の増加は、生活に困窮した際に相談できる窓口があることによって、市民が相

談しやすい環境が整っていることを示すものとしており、計画（案）のとおりといたします。 

無 

24 P47 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-5 障がい児・医療的ケア児・発達が気になるこど

も・家庭への支援 取組の方向性 1 つめの○ 

〇 発達が気になるこどもが早期に専門的支

援につながるよう取り組みます。 

発達が気になるこどもが早期に専門的支援につながるよう取り組みます、とあります。その

他でも個別にきめ細やかな支援の充実については触れられており、それは大切なことだと思

いますが、発達が気になるこどもが、他の仲間との間でも違いを認め合い、助け合って育つ

仕組みへの取り組み、のような、インクルーシブな視点について触れられていないのを残念

に思いました。多様性を認める、と言いますが、別々に育ち過ごしていては、多様性を知る

こともできません。どのこどもにも得意不得意があり、お互い笑ったり泣いたりする中でそれを

知り、どう一緒に過ごすのがよいかを考えていきます。それは障がいをもっていない子にとって

こそ大切な学びで、どんな人権教育や道徳にも勝るものです。お互いに自分が持っていな

い素敵なところを認め合える関係がこどもの時からできていれば、大人になって社会に出た

ときも孤立することはありません。そのような、こどもの時から共に過ごす場づくり、インクルー

シブ公園の設置など、幅を広げて検討頂きたいと思います。 

ご意見の「インクルーシブな視点」につきましては、Ｐ39「1-1 こどもの権利を知り、保障す

るまちづくりの推進」、P58「3-1 可能性を引出す共生社会の実現に向けた教育展開」で

包含させていただいております。発達の気になるこどもを含む共生社会実現に向けた教育展

開は、ご意見の趣旨に沿うものと考えるため、計画（案）のとおりといたします。 

なお、本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであ

り、個別の施策等は別に行動計画を定めることとしております。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

25 P47 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-5 障がい児・医療的ケア児・発達が気になるこど

も・家庭への支援 取組の方向性 1 つめの○ 

「発達や気になるこどもが早期に専門的支援につながるよう取り組みます。」とありますが、

園側がお願いしている巡回訪問等ではスピード感はもちろん、全然足りません。全く早期

支援、解決になりません。九州大学も近いですし、もっと必要な時に専門職の助けが得ら

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

ご意見にありました保育所等への巡回相談事業だけでなく、様々な事業に取り組み、今

無 
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〇 発達が気になるこどもが早期に専門的支

援につながるよう取り組みます。 

 

 

れる環境を考えて頂きたい。市独自で考えてもらえると保育士さん、子ども達の助けになり

ます。アイデアは有ります。 

後も、発達が気になるこどもが早期に専門的支援につながるよう取り組みます。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

26 P49 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-6 悩みや困難を抱えたこども・家庭への支援（児

童虐待、ヤングケアラー、自殺予防、外国につながり

を持つこども） 現状・課題 1 つめの〇 

〇 児童虐待（身体的虐待、性的虐待、ネグレ

クト、心理的虐待）防止を図るため、育児不

安の軽減などの虐待発生予防策を講じつつ、

「糸島市要保護児童対策協議会」等を通じた

関係機関との連携強化によって、早期発見・

早期対応に努めています。 

「早期発見・早期対応に努めています。」とありますが、専門職の方が園に常駐できる環

境があれば、日常的に専門職（心理）の方が保護者と関わる機会が増えて、育児不安

等の早期発見・対応につながると思います。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

いただいたご意見につきまして、児童虐待の防止は早期発見が重要であると認識してお

ります。現在は、医療機関、保育所等、学校、福祉施設、地域などこどもに関わる機関等

に、些細なことでも気づきの情報提供をいいただくことで、早期発見・早期対応につなげてお

り、引き続き取り組んでまいります。 

無 

27 P49 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-6 悩みや困難を抱えたこども・家庭への支援（児

童虐待、ヤングケアラー、自殺予防、外国につながり

を持つこども） 現状・課題 3 つめの○ 

〇 ニーズ調査で「生きているのがいやにな

る」とよく感じるこどもは全体で１割近くを

占めており、また、悩みがあった場合、5 人

に１人は「誰にも相談しない」と回答してい

ます。 

「生きているのがいやになる」とよく感じるこどもがニーズ調査全体の 1 割近くを占めており、

また、悩みがあった場合、5 人に一人は「誰にも相談しない」と回答しているとあります。アン

ケートに回答していない子どもの数も 3～4 割、若者は 7 割もいますので、それも含めると

もっと多いことが想定されます。こどもの権利条例ができた今こそ「どうして生きているのがい

やに思うのか」こどもの声を聴く取り組み、大人が聴こうとする姿勢をもつことが求められてい

ると思います。自殺を考える程追いつめられる前に声が聴かれる環境がつくられ、対応でき

る機関（養育環境などの課題を抱えるこどもの居場所づくりなど）が必要です。自殺まで

考えるようになったこども若者は世の中や大人に期待できなくなっており、彼らに SOS を出

す方法の習得を教育をというより、周りに本気で向き合ってくれる大人や仲間の存在が必

要だと思います。 

子ども食堂に対する支援やこどもが安心して過ごせる場の創出、こどもの総合相談窓口

の設置など、こどもが早期に相談しやすい体制を充実させるよう取り組みます。また同時に

大人に対しては、こどもの SOS や悩みを受け止める役割を担う存在となる人材を増やして

いくよう、こどもの権利や児童虐待予防に関する周知啓発を通じて取り組むこととしておりま

す。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

28 P51 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-6 悩みや困難を抱えたこども・家庭への支援（児

童虐待、ヤングケアラー、自殺予防、外国につながり

を持つこども） 主な取組例 

◆要保護児童対策協議会 

 

いじめをする側の子どもの背景を理解して予防する対策などの方法も考えられるように感じ

ました。また、社会的にコミュニケーションツールが多様化して、それぞれをどのように活用し

て相互にコミュニケーションを取るのかが複雑になってきているように感じており、他者とのコミ

ュニケーション方法や他者の感情の理解の仕方についてのワークショップなどをやってみるとど

うだろうか、と思いました。もしそのような取り組みの可能性があれば、追加で知りたいと思

いました。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

なお、現在、すでに各学校で、児童生徒同士がそれぞれ意見を述べ合うことにより、互い

の理解を深め、自分自身の受容と成長、対人関係の改善などを目指すためのグループエン

カウンターや、怒りの感情が生じてもそれをコントロールしながら、適切に問題解決を図るため

のアンガーマネジメントなどの学習を行っています。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

29 P51 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

1-6 悩みや困難を抱えたこども・家庭への支援（児

童虐待、ヤングケアラー、自殺予防、外国につながり

を持つこども） 評価指標 

児童相談のうち、児童相談所に通告した実件数 

 

評価指標について 虐待の発生予防から早期発見・早期対応の評価指標である「児童

相談のうち、児童相談所に通告した実件数」が現状 26 件、目標が 20 件となっていま

すが、この指標の設定自体、そして設定目標が妥当性に欠け、危ういと感じます。 通告

件数が減るというのは一見すると早期対応できているかのように見えます。ある程度通告

の基準はあるかとは思われますが、通告件数は通告する側に依存しており目標達成を重

要視するあまり、担当部署内での事案隠しや事案の見逃し、見送りなどが発生する危険

通告は、リスクアセスメント及び多角的な視点での検討に基づき行っております。 

指標としております「児童相談のうち、児童相談所に通告した実件数」は、減少すること

によって児童虐待予防のための早期支援を評価することができるものと考えております。ま

た、通告することにより児童虐待の重大事案を予防することにもつながるなど、２つの側面を

併せ持つため、指標としておりました。しかし、真意が伝わらず、ご意見のとおり多くの市民の

皆さまに誤解を与える可能性があることから、多様な悩みや困難の早期発見、把握をはか

有 
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性をはらんでいるとも考えられます。 そのようなリスクを極力低減できるような指標設定が

必要かと思われます。 よって、上記評価指標を「児童相談所に通告した実件数」ではな

く、「児童相談所への通告前に解決できた件数」などの指標に変更することを提案します。 

ることができ、相談できる窓口があり市民が相談しやすい環境が整っていることを示す「こども

家庭センター相談件数」に、評価指標を変更させていただきます。 

30 P56 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

2-2 幼児教育・保育サービスの充実 取組の方向

性 3 つめの〇 

〇 子育て支援施設の機能強化に係る施設整

備や、環境改善に取り組みます。 

 

入所保留児童の解消をどのように考えてあるのか？新規園は出来ますが、保育士さんの

離職間題・保育士不足等の具体的な改善策を検討しないと、入所保留児童も解決し

ないと思います。 

保育園を辞めた人が他の園ではなく、他業種に行かれている原因も含めて、問題点、原

因を考え、長く働ける環境を作る必要があります。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

ご意見にあるように保育所等の入所保留児童の解消には、保育士の確保が重要と認

識しております。市では、各種補助金等を活用することで現場に必要な職員が確保される

ように支援しております。 

引き続き、現状の問題点、原因を踏まえ国や県の動向を注視しながら、保育協会と協

議、連携し、適切な支援を検討してまいります。 

無 

31 P57 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

2-2 幼児教育・保育サービスの充実 主な取組例 

◆私立幼稚園等独自サービス応援事業 

 

リソース的に難しいとは思いつつ、外部委託者を付けるなどの方法も含めて、保育士の再

教育・養成事業が可能であれば、一定の効果が見込めるのではないかと感じました。もし

そのような取り組みの可能性があれば、追加で知りたいと思いました。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

質の高い幼児教育・保育サービスの提供は重要であると認識しており、教育・保育の質

を向上させるための研修補助などに取り組んでおります。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

32 P57 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

2-2 幼児教育・保育サービスの充実 主な取組例 

◆保育人材確保事業 

 

「保育人材確保事業」が今年度で無くなると聞きました。 

今度はどのように人材確保を市としてお考えでしょうか？ 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

ご意見の「保育人材確保事業」につきましては、必要な事業であると考えており、今後も

継続していく予定です。 

今後も保育協会と協議、連携し、取組を進めてまいります。 

無 

33 P57 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

2-2 幼児教育・保育サービスの充実 主な取組例 

◆保育士奨学金返済支援事業 

 

保育士奨学金返済支援事業は 3 年となっています。福岡市には確か 10 年？全く違い

ます。もう少し期間を長くすることは出来ないですか？ 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

本市の各事業は、実施計画に基づき 3 年ごとのローリングで事業評価を行い、事業継

続・終了を検討し施策等を行っております。 

いただいたご意見等は、支援期間等を含めた事業効果の評価など、今後の施策展開の

参考とさせていただきます。 

無 

34 P58 第４章各ライフステージにおける取組の方向性 

3-1 可能性を引出す共生社会の実現に向けた教

育展開 現状・課題 2 つめの○ 

〇 急激な少子高齢化、情報化やグローバル化

の進展、多様な生き方を支え合う社会環境に

対応できる、豊かな人間性や人権意識を育む

ために、学校の教育環境の充実がますます重

要となっています。 

「学校の教育環境の充実がますます重要」とありますが、いわゆる教育機会確保法や学

習権の観点から、「多様な学びの場の充実」の重要性についても触れる必要があるのでは

ないのでしょうか。 

多様な学びの場については、Ｐ41「さまざまな遊びや体験の充実」、Ｐ60「こどもの居場

所の充実」、Ｐ62「悩みや困難を抱えたこどもへの支援」など様々な方向からの充実の重

要性にふれさせていただいているため、計画（案）のとおりといたします。 

 

※ご意見をいただいた「多様な学びの場」は、特別支援教育においては「通常の学級、通

級による指導、特別支援学級、特別支援学校」などを示す言葉でありますが、ご意見の

趣旨から「学校以外の場所で行う多様な教育機会の確保」に関する内容と捉えさせてい

ただきました。 

無 

35 P59 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-1 可能性を引出す共生社会の実現に向けた教

評価指標についてです。 可能性を引出す共生社会の実現に向けた教育展開の評価指

標が、「伊都塾に参加した中学生の延べ人数」と「毎日 ICT を活用する児童生徒の割

「3-1 可能性を引出す共生社会の実現に向けた教育展開」につきましては、「現状・課

題」の 4 つめの〇で挙げている「誰一人取り残さず全ての児童生徒の可能性を引き出す学

無 
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育展開 評価指標 

「伊都塾」に参加した中学生の延べ人数 

毎日 ICT を活用する児童生徒の割合 

 

合」となっていますが、この 2 項目の内容で共生社会の実現に向けた数育展開ができてい

るかを評価することが可能でしょうか。 取組ごとに評価指標と評価は必要かと思われます

が、ここに示されている評価指標に限らず、第 4 章で示されている評価指標は、取組の評

価指標の一例として取り上げてあるだけのものなのでしょうか。 

び」に関する評価指標を設定しています。糸島市の学校教育で行っている「伊都塾」は、九

州大学のキャンパスや大学生という最先端の知見や施設にふれ、学ぶことへの憧れや志を

育む事業で、児童生徒の可能性を引き出す学びです。また、ICT 活用推進は、誰一人取

り残さない学びの実現に不可欠と考えています。 

以上の理由から、評価指標として適切であると考えており、計画（案）のとおりといたし

ます。 

また、第 4 章で示されている評価指標は、一例として取り上げているものではありません。

1-1、1-2、・・・・とある各項目の進捗度合をはかるための指標として設定しています。 

36 P61 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-2 こどもの居場所の充実 主な取組例 

◆放課後児童健全育成事業（放課後児童クラ

ブ） 

運営資金確保のため、児童クラブでの教育意義・効果を高めわかりやすく発信する等を

通して、寄付・基金等を活用する仕組みづくりができないだろうか、と思いました。もしその

ような取り組みの可能性があれば、追加で知りたいと思いました。 

本市の放課後児童クラブについては、指定管理者制度を導入し、民間の能力を活用し

つつ、市民サービスの向上と経費の節減等を図っております。 

現在、寄付・基金等の活用は考えておりません。 

無 

37 P62 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 現状・課題 2 つめの〇 

〇 いじめが起こる要因は、児童生徒が不満や

ストレスを抱えたときに、感情のコントロー

ルが十分にできなかったり、感情をうまく表

現できないことで起こる傾向が強いと言わ

れています。 

 

いじめが起こる要因は、 

感情のコントロールが十分にできなかったり、感情をうまく表現できないことで 

 ↓  

感情のコントロールができない、うまく表現できないといけないよう感じとられる。トラブルは起

こるものであり、それをふせぐ方法ではなく、どうしたら解決できるのかを学べるようなとりくみ

が必要なのではないでしょうか。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものです。いただ

いたご意見の部分は、「現状・課題」を記載したものであり、決して「感情のコントロールがで

きない、うまく表現できないといけない」としたものではありません。 

ご意見の取り組みの必要性については「取組の方向性」に記載のとおり進めてまいりま

す。 

また、現在、すでに各学校では、児童生徒同士がそれぞれ意見を述べ合うことにより、互

いの理解を深め、自分自身の受容と成長、対人関係の改善などを目指すためのグループエ

ンカウンターや、怒りの感情が生じてもそれをコントロールしながら、適切に問題解決を図るた

めのアンガーマネジメントなどの学習を行っており、今後も様々な状況に適切な取組を進め

てまいります。 

無 

38 P62 第４章各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校）現状・課題 5 つめの○ 

〇 こどもやその保護者が抱える悩みや困り

ごとは、いじめや不登校のほかにも、ひきこ

もり、摂食障害、性の逸脱行為、薬物乱用と

いった問題、性自認・性的指向を理由とした

悩みや、特定分野に特異な才能を持つことに

よる学習上・学校生活上の困難など、多様化・

複雑化しており、総合的な支援も求められて

います。 

「総合的な支援も求められています」とありますが、ここでも「多様な学びの場の充実」の重

要性について触れる必要があるのではないのでしょうか。 

多様な学びの場については、Ｐ41「さまざまな遊びや体験の充実」、Ｐ60「こどもの居場

所の充実」、Ｐ62「悩みや困難を抱えたこどもへの支援」など様々な方向からの充実の重

要性にふれさせていただいているため、計画（案）のとおりといたします。 

 

※ご意見をいただいた「多様な学びの場」は、特別支援教育においては「通常の学級、通

級による指導、特別支援学級、特別支援学校」などを示す言葉でありますが、ご意見の

趣旨から「学校以外の場所で行う多様な教育機会の確保」に関する内容と捉えさせてい

ただきました。 

無 

39 P62 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 取組の方向性 1 つめの〇 

〇 いじめの防止・対応については、各学校に

いじめ防止・対応については、各学校における未然防止や、早期発見・早期対応、とあり

ます。それには、まず現状・課題にもあるように、いじめの起因となる、「児童生徒が不満や

ストレスを抱える」環境・原因について、こどもの声を聴いて調査する機会を作って頂きたい

です。そして、「感情のコントロールが十分にできなかったり、感情をうまく表現できないことで

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

現在、すでに各学校で、児童生徒同士がそれぞれ意見を述べ合うことにより、互いの理

解を深め、自分自身の受容と成長、対人関係の改善などを目指すためのグループエンカウ

無 
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おける未然防止や、早期発見・早期対応、こ

どもに対する教育の充実、地域や家庭、関係

機関との連携などを進めます。 

 

起こる傾向が強いと言われている」とのことですので、いろんな人がいれば、生きていくうえで

まずトラブルはありうるものと認識し、それにどう対処していくか、最終的に自分で考えられる

ように、一緒に考えていく、という作業が大切で欠かせないと思います。トラブルは起こらな

い方がいいとは思いますが、トラブルが起こらないように、未然防止・早期発見・早期対応

というより、トラブルへの対応について学ぶ取り組み、ソーシャルワークを取り入れた対話の

取り組みなどの導入を検討してほしいと思います。 

ンターや、怒りの感情が生じてもそれをコントロールしながら、適切に問題解決を図るためのア

ンガーマネジメントなどの学習を行っています。 

併せて、豊かな人間関係の構築や道徳教育の充実、魅力ある学校づくりに基づき、いじ

めの未然防止に努めております。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

40 P62 第４章各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校）取組の方向性 3 つめの○ 

〇 不登校の対応については、安心して学校へ

復帰することや社会的自立を目指し、教育、心

理、福祉の面からこどもと家庭の支援を進めま

す。 

 

学校復帰を望まない児童生徒に対する支援や親へのサポートも必要だと考えます。 

昼間安心して過ごせる居場所を増やす事や、オンライン教育等の個別の学習支援、

校内フリースクール等が必要になってくると思います。そして、そのようなサポートがあるという

ことを周知する事で必要な支援を受けやすくなると思います。 

学校に復帰する事が唯一のゴールではなく、社会生活に参加できるように支援すること、

子ども達が社会とつながりを持ちながら成長していく事が重要だと考えます。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

不登校対応につきましては、取組の方向性に示したとおり、学校復帰を唯一のゴールとし

てとらえておらず、ご意見にあるとおり、社会的自立を目指し、こどもと家庭の支援を進めるこ

ととしております。そのため、P63「主な取組例」等に取り組んでまいります。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

41 P62 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 取組の方向性 3 つめの○ 

〇 不登校の対応については、安心して学校へ

復帰することや社会的自立を目指し、教育、心

理、福祉の面からこどもと家庭の支援を進めま

す。 

 

不登校の対応については、安心して学校へ復帰することや社会的自立を目指し、とありま

すが、評価指標は不登校生徒の復帰率だけが挙げられています。こども基本法でも、

COCOLO プランでも、こどもの社会的自立に向けて民間と連携した支援を行うことが求め

られていますが、学校以外のこどもの学びの場や居場所との連携や、そのような場を利用し

て自立していくこどもについての調査については行われないのでしょうか？糸島市は全国的

に見てもフリースクールなどの学びの場が多く存在する地域で、そのような民間との連携につ

いても検討し、協力してこども施策を進めていって頂きたいと思います。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

ご意見の地域連携につきましては、Ｐ68「地域のネットワークづくりと子育て支援」の取組

の方向性にあるとおり進めさせていただく事としております。 

また、こどもの現状把握についても適宜行っていく予定としており、いただいたご意見等は、

今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

42 P62 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 取組の方向性 3 つめの〇 

〇 不登校の対応については、安心して学校へ

復帰することや社会的自立を目指し、教育、

心理、福祉の面からこどもと家庭の支援を進

めます。 

不登校の子は学校へ復帰することが目標ではなく、多様な学びの場で、自ら選択をし、自

立に向かえるよう子どもを支える方がよいのではないでしょうか。 

ご意見と同様の認識をもっており、取組の方向性にありますとおり、学校へ復帰することの

みを目標とせず、社会的自立を目指した支援に取り組んでまいります。 

 

※ご意見をいただいた「多様な学びの場」は、特別支援教育においては「通常の学級、通

級による指導、特別支援学級、特別支援学校」などを示す言葉でありますが、ご意見の

趣旨から「学校以外の場所で行う多様な教育機会の確保」に関する内容と捉えさせてい

ただきました。 

無 

43 P63 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 主な取組例 

◆不登校児童生徒支援強化事業（SC・学生サポ

ーター） 

 

自己肯定感が低い子どもが多い理由はたくさんあると思いますが、その一つに、一般的に

子ども間で評価基準となりがちな「運動能力」や「偏差値」の軸において優れていると感じ

られないことなどが挙げられると仮定すると、それらに限らず多様な評価軸に則って子どもた

ちが認められていると感じられる機会を創出し、さまざまな方面で称賛される子どもが生ま

れるような環境づくりをするのはどうか、と考えました。もしそのような取り組みの可能性があ

れば、追加で知りたいと思いました。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

「自己肯定感の向上や自己実現のために、個々の児童生徒に応じた教育的な支援や

指導が必要」であることは課題として認識しており、Ｐ58「3-1 可能性を引き出す共生社

会の実現に向けた教育展開」で取組を進めさせていただくこととしております。 

また、学校では、運動能力や学力調査等の結果以外でも、さまざまな場で評価し、自

己肯定感や自己有用感を高める取組を行っており、今後も継続して取り組んでまいりま

す。 

無 
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44 P60

～

P63 

第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 主な取組例 3 つめの◆ 

◆学校生活支援事業（こどもの居場所「みな

も」） 

 

60-61 ページにかけて，「こどもの居場所の充実」が掲げられていますが，ここに，これま

での実績のある「糸島市子どもの居場所みなも」が挙げられていないのはなぜでしょうか。み

なもの名前は 63 ページに「悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、不登校）」の中

にしか位置づけられていません。しかし，みなもは「いじめ」「不登校」のことで困った人しか

利用できないものではなく，だれでもが予約なしで訪れていい，糸島の子ども全員に開か

れた場所です。これまでに約 4 年の実績があり，のべ 1200 回以上，実数で 100 人以

上の利用実績があります。糸島市民の税金も使われています。このみなもを「子どもの居

場所の充実」の中に正しく位置づけてください。そして，そこに必要な予算を恒常的につけ

ていくことを明記して下さい。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等に関する予算について明記することはしていないため、計画（案）のとおりとい

たします。 

ご意見の、こどもの居場所「みなも」は、九州大学連携研究事業として、事業委託を行っ

ており、その実績は充分に認識しております。こどもの大事な居場所となっている「みなも」の

事業位置につきましては、検討を行っております。 

無 

45 P63 第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

3-3 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、

不登校） 評価指標 

不登校児童生徒の復帰率 

 

 「３-３ 悩みや困難を抱えたこどもへの支援（いじめ、不登校）」で，評価指標に「不

登校児童生徒の復帰率」を使うのをやめて下さい。文部科学省も平成 28 年 9 月 14

日「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」の中で，不登校は問題行動

ではないと明確に示しています。しかし，復帰を指標にすることで，教員に対して「無理に

でも学校に戻さねば」という圧力が有形無形にかかります。そしてそれは教員の態度を通じ

て子ども自身や保護者にも伝わります。これを指標にすることは，百害あって一利なしで

す。指標からの削除をお願いします。 

評価指標については、糸島市教育振興基本計画でも指標として挙げています。 

学校に復帰することがすべての目標ではないにしろ、ひとつの目標となるため、計画

（案）のとおりといたします。 

いただいたご意見については誤解が生じないよう各学校にもすでに周知しており、こどもの

多様なニーズに応じた支援を実施するよう引き続き取組を進めてまいります。 

無 

46 P64

～ 

P67 

第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

4 高校生世代から青年期までの支援（思春期・青

年期） 

 

64-67 ページの「高校生世代から青年期までの支援（思春期・青年期）」の中に，安

心して過ごせる居場所の設置がありません。しかし，福祉や教育，医療関係者で子ども

に関わる支援者は現在糸島に高校生年代（中学卒業後から成人まで）の支援がほと

んどないことを懸念をし，心を痛めています。早急に，高校生年代の居場所を整備する

ための根拠を計画に盛り込んで下さい。そして，糸島市子どもの居場所みなもを参考にし

つつ高校生年代に使いやすく工夫された居場所を設置するよう具体的に施策を進めてく

ださい。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

本計画におけるこどもの居場所の充実は、ライフステージ「小学生から中学生までの支

援」のみの表記としておりますが、本来、こどもの居場所に中学生と高校生以降で線を引く

ものではないと理解しております。 

別に定める行動計画で、個別の施策として検討してまいります。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

47 P68 

～ 

P73 

第 4 章 各ライフステージにおける取組の方向性 

5 子育て当事者への支援 

 

68-73 ページの「子育て当事者への支援」の中に，糸島市では子育てに関して「どのよう

な種類の支援がどこに言ったら受けられるのか」が一目でわかる一覧表を作って web 上や

紙媒体で広く周知して下さい。福祉だけ，教育だけ，医療だけというふうに区切らず，す

べてがわかりやすく表示されているものが必要だと思います。また，変更が合った際には随

時情報が更新されるようなシステムも必要です。そうすることによって，今の糸島市ではど

のような支援が受けられて，どのような支援がうけられないのかがはっきりし，この先どのよう

な支援を充実させていけばよいかが誰からもわかりやすくなると思います。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

ご意見につきましては認識をしていたところで、令和 7 年 4 月からこどもの総合相談窓口

を設置し、こども・子育てに関する相談を総合的に受けることとしており、あわせて各支援の

周知も強化していく予定としております。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

48 P94 第 5 章 子ども・子育て支援事業計画 

（13）子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポ

ート・センター事業） 【現状】 

延べ利用者数 令和 3 年度：270 人  令和 4

年度：502 人 

令和 3 年度から令和 4 年度までの間の延べ利用者数の増加数が他に比べて大きい理

由についての補足説明が欲しいと感じました。 

令和２年度、令和３年度の延べ利用者数は、新型コロナウイルス感染症流行による利

用控えの影響により減少しているものと推測されますが、本事業利用登録者へ利用しなか

った理由の調査を行っていないため、補足説明は行わず、計画（案）のとおりといたしま

す。 

無 

49 P100 第 5 章 子ども・子育て支援事業計画 こども誰でも通園制度を令和 8 年度から実施される予定となっていて、確保方策を幼稚 こども誰でも通園制度は、令和 8 年度から実施予定の事業であり、詳細につきましては 無 
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（19）乳児等通園支援事業（こども誰でも通園

制度） 

園等で預かりを実施してニーズに対応とありますが、幼稚園さんにはそのような話はされて

いて、了承を得ているのですか？ 

この制度の利用者は未満児のニーズが多いように感じますが、このままでは保育園が対応

するのは難しいと思います。 

国から示されておらず、詳細の協議はまだ行っておりません。 

実施にあたっては、幼稚園等の協力を得ながら利用ニーズに対応していく方針です。 

50 P112 資料編 ３糸島市こども施策推進協議会委員名簿 

 

糸島市こども施策推進協議会に幼稚園、保育園、こども園から推薦された方が入っても

らいたいです。入所保留者や保育士不足の問題、保護者の問題が一番近くで感じてい

るのは、園の方々だからです。 

園長先生だけでなく、保育士さんとかにも入ってもらうのは？小学校・中学校の教員もしか

りです。 

協議会委員の委嘱にあたっては、糸島市こども施策推進協議会規則に基づきさせてい

ただいております。 

本計画は少子化社会対策、こどもの貧困の解消に向けた対策、子供・若者育成支援

推進の３つの大綱を一体化したこども大綱を勘案するため、施策や取組の範囲が広く、ま

た、対象となるこどもの年齢も０歳から 29 歳と広いことから、関係機関が多岐にわたり、委

員に偏りがでないよう委嘱したところです。 

いただいたご意見は、協議会委員の委嘱に関するご意見として、参考とさせていただきま

す。 

無 

51   小学生の親です。県道の通学路には、ガードレールを設置してほしいです。近年、高齢

者運転による事故があとを耐えないので、子どもたちの安全を守ることに尽力していただき

たいです。 

お金がかかるかもしれませんが、こういう事こそ、お金をかける必要があると思います。どう

ぞ宜しくお願い致します。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

通学路の安全確保につきましては、教育委員会、学校、保護者、地域、道路管理者、

警察等と毎年度確認を行い、危険箇所の対応を行っているところです。 

いただいた御意見の趣旨も踏まえながら、「犯罪、事故、災害から子どもを守る環境の確

保」への取組を進めてまいります。 

無 

52   ・小中学校、高校の給食の無償化（他の市では高校まで医療費無償化であるが、どち

らかを考慮して頂けるならば全員が必ずかかる給食の無償化の方が助かります） 

・高校教育経済的支援 

・晩婚化対策（結婚に適齢期はないが妊娠には適齢期がある。高齢での出産は母体の

負担も大きい） 

・第三子以降のあきらかな優遇（給食費、教育費無償化等）⇨3 人以上でないと人

口は増えない 

・病児保育拡充 

・子育て世代の空き家移住補助 

・空き家利用を促進（空き家が多い） 

・交通の利便性（バスの本数を増やす） 

・ゲートボールが出来る広場だけではなく、子どもが遊べる遊具のある公園も増やす（春

日市から移住しましたが、春日市は公園が多く子どもも多く利用していました。） 

 

アンケート結果にも出ているように、今の子育て世代はお給料は上がらず物価が上がり

経済的不安がある方が多いと思います。 

観光の方だけでなく、高齢者の方同様に子どもたちも賑わう糸島になってほしいです。 

よろしくお願い致します。 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであり、個

別の施策等は別に行動計画を定めることとしているため計画（案）のとおりといたします。 

子育てに対する経済的な支援を望む市民の声が多いことは十分理解しています。子育

てがしやすい環境の実現に向け、経済的な面だけでなく、社会全体で子育て世帯を支える

ための施策の充実に努めてまいります。 

いただいたご意見等は、今後の施策展開の参考とさせていただきます。 

無 

53   子どもや園児の声等を騒音だと、保育園や小学校に苦情として入れられる近隣の方が ご意見につきまして、令和 6 年 9 月に糸島市こどもの権利条例を施行し、こどもの権利 無 
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おられたり、保護者でマンションに住んである方から、「子どもがうるさい」と言われ、引越しま

したという事を耳にします。 

糸島市として子どもに関わる騒音の問題をどう考えていかれますか？ 

条例で子どもの声は騒音ではないと定めた市町村があるようですが。 

と、こどもにやさしいまちづくりを進めるうえで必要な大人の責務や役割を定めたところです。 

こどもの声等が騒音だという苦情等があることは認識しておりますが、この条例を市民全

員で理解することでそういった苦情等が減少するよう、周知・啓発に努めてまいります。 

54   糸島市の新しい総合体育館の使用・予約について、今年、初めて、他園さんから情報

を頂き、10 月に行う運動会を体育館で行うのに昨年から予約出来ると聞き、何とか予約

が出来たのですが、その優先順位が保育園、幼稚園が 9 つある中で最下位でした。小学

校の運動場では優先順位が高いのに何故ですか？ 

本計画は、こども施策を推進するにあたり、基本的な方針や施策を示すものであるため、

個別事案に関するご質問への回答はいたしません。 

なお、いただいたご質問につきましては、担当課（生涯学習課）へ情報を共有させてい

ただいております。 

無 


